
2013.５３

特
　
集

子
育
て

健
康
・
福
祉

く
ら
し

年
金
・
国
保

教
養
・
文
化

教
　
育

ス
ポ
ー
ツ

税

産
　
業

イ
ベ
ン
ト

地
域
の

ひ
ろ
ば

ト
ピ
ッ
ク
ス

健
康

お
お
た
わ
ら
塾

広
報

こ
の
響
き
、
問
答
無
用

与 
一 

太 

鼓



　
　

一
太
鼓
は｢

与
一
の
里
・
大
田
原｣

の
新
し
い

　
　

伝
承
文
化
と
し
て
平
成
５
年
７
月
に
発
足
。

今
年
で
20
周
年
を
迎
え
、
８
月
に
は『
与
一
太
鼓
設

立
20
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
』も
予
定
さ
れ
て
い

る
。

　

太
鼓
の
構
成
は
、
５
尺（
口
径
約
１
５
２
cm
）・

４
尺（
口
径
約
１
２
１
cm
）・
３
尺（
口
径
約
91 

cm
）

の
大
太
鼓
、
２
尺
・
１
尺
６
寸
・
１
尺
４
寸
の
長

胴
太
鼓
、
締
太
鼓
。
５
尺
の
大
太
鼓
を
所
有
し
て

い
る
太
鼓
団
体
は
国
内
で
も
数
少
な
い
。

　

曲
は
全
部
で
12
曲
。
大
小
の
太
鼓
が
織
り
成
す

調
和
と
勇
壮
な
響
き
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
銅
鑼
、
法
螺
貝
、
笛
、
チ
ャ
ッ
パ
な
ど
の

楽
器
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
曲
を
盛
り
上
げ
る
。

　

市
内
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

活
躍
の
場
は
全
国
や
世
界
に
も
広
が
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
メ
ン
バ
ー
一
般
36
名
・
子
ど
も
26
名
で

活
動
し
て
い
る
。　

主
な
演
奏
経
歴

【
平
成
５
年
８
月
】

　

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
開
会
式　
　

   

（
美
原
公
園
野
球
場
）

【
平
成
６
年
７
月
】

　
『
与
一
太
鼓
５
楽
章
』全
曲
発
表
会

　
（
市
総
合
文
化
会
館
）

【
平
成
７
年
２
月
】

　

第
１
回
全
日
本
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
石
川
県
輪
島
市
）

【
平
成
７
年
７
月
】

　

日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
よ
り　
　

『
与
一
太
鼓
』Ｃ
Ｄ
全
国
発
売

【
平
成
８
年
５
月
】

　

マ
ロ
ニ
エ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
（
東
京
都 

新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
）

【
平
成
９
年
７
月
】

　

和
太
鼓
ソ
ロ
奏
者  

林  

英 

哲
氏
、
パ
ー    

カ
ッ
シ
ョ
ン
ソ
ロ
奏
者  

吉
原
す
み
れ

氏
、
八
丈
島 

八
丈
太
鼓
と
の
ジ
ョ
イ
ン

ト
コ
ン
サ
ー
ト（
那
須
野
が
原
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
）

【
平
成
10
年
２
月
】

　

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
入
場
行
進
曲
の
一

部
と
し
て
全
世
界
に
テ
レ
ビ
放
映

　
（
収
録
： 

日
本
テ
レ
ビ
）

【
平
成
11
年
10
月
】

　
土
浦
市
在
住
の
作
曲
家
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
に
賛
助
出
演（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）

【
平
成
12
年
１
月
】

　

台
湾
高
雄
市
２
０
０
０
旗
と
太
鼓 
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
日
本
代
表
と
し
て
出
演

（
台
湾 

高
雄
市
）

【
平
成
13
年
10
月
】

　

源
平
合
戦
の
地 

香
川
県
牟
礼
町
夕
暮
れ

コ
ン
サ
ー
ト （
香
川
県
牟
礼
町
）

　

井
原
市
文
化
祭（
岡
山
県
井
原
市
）

写真

大好き与一太鼓
　与一まつりを見て太鼓に入りま
した。きそ練習がだんだんうまく
なって、皆が教えてくれたおかげ
で出陣という曲もできるようにな
りました。りんどう湖ファミリー
牧場で、初めて与一の衣装を着て
デビューできてうれしかった。大
好きな太鼓、これからもがんばり
ます。

　　　　太鼓と僕
　太鼓を始めたきっかけは、２
歳上の兄が太鼓をやっていて、
その姿を見て、僕もやってみた
いと思ったからです。初めは難
しかったけど、練習をやってい
るうちに太鼓の楽しさを知りま
した。僕はこれからも太鼓を続
けたいと思います。

　　与一太鼓に出会えて
　私は与一太鼓が大好きです。太
鼓を始めて10年目ですが、優しい
大人の方々の指導のもと、ここま
で成長できました。また厳しい練
習を仲間と一緒に乗り越えるこ
とでメンバーには強い絆があり
ます。これからも太鼓を続け、心
身共に成長したいです。

須尭紀美恵さ
ん須尭紀美恵さ
ん 高瀬悠加さ

ん高２高瀬悠加さ
ん高２

小川泰毅さ
ん中２小川泰毅さ
ん中２ 伊東ほのかさ

ん小４伊東ほのかさ
ん小４

与

はんしん

ど
　
ら

ほ   

ら  

が
い

伝
承
文
化
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～曲、すべてに
　　ストーリーがある～

　本市にゆかりのある｢那須与
一宗隆公｣に関する史跡や言い
伝えから創作された『与一太鼓
５楽章』、あらゆる物に宿る魂
を表現し太鼓の真髄とも言う
べき『汎神』、過去・現在・未
来を表現した『那須野が原３
章』、そして『和太鼓による三
つの情景』の全12曲。
　すべて本市(旧黒羽町)出身
の作曲家 故 藤田正典氏が作
曲したものである。　

ＣＤ『与一太鼓』

　和太鼓は打ち手同志の心が一つ
になって音を醸し出す人と人との
【和】の太鼓でもある。与一太鼓メ
ンバーや、公演を通じて多くの太
鼓人や観客の方々と出逢いまし
た。太鼓を始めて10年・・出会え
た人との【縁】は私の生涯の財産に
なりました。貴重な経験をさせて
頂けたことに感謝します。

【和】



●クラス　　子どもの部（小・中学生）
　　　　　　一般の部（16歳以上）
●練習場所　那須与一伝承館　多目的ホール
●練習日程　火曜19:00 ～ 21:30 子ども・一般
　　　　　　木曜19:00 ～ 21:30 子ども・一般
　　　　　　土曜16:00 ～ 19:00 子ども
　　　 　　　　　19:00 ～ 21:30 一般
　　　　　与一太鼓　平山　　　（２３）３８６９

【
平
成
13
年
10
月
】

　

鹿
沼
ぶ
っ
つ
け
秋
祭
り（
鹿
沼
市
）

【
平
成
14
年
10
月
】

　
土
浦
市
新
治
地
区
文
化
祭（
茨
城
県
土
浦
市
）

【
平
成
15
年
８
月
】

　

与
一
太
鼓
設
立
10
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

ト（
那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）

【
平
成
16
年
９
月
】

　

栃
木
県
の
物
産
と
観
光
展（
埼
玉
県
熊
谷

市
）３
年
連
続
参
加

【
平
成
16
年
10
月
】

　

第
３
回
東
京
国
際
和
太
鼓
コ
ン
テ
ス
ト

に
て
最
優
秀
賞
受
賞（
東
京
都 

代
々
木
）

【
平
成
17
年
６
月
】 

　
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ド
ラ
マ
ー
中
村
達
也
＆
和
太   

鼓
コ
ン
サ
ー
ト（
那
須
野
が
原
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
）

【
平
成
18
年
７
月
】

　

天
狗
王
国
夏
祭
り（
な
か
が
わ
水
遊
園
）

【
平
成
19
年
９
月
】

　

伊
勢
神
宮
奉
納
太
鼓『
日
本
太
鼓
祭
』　

（
三
重
県
伊
勢
市
）

【
平
成
20
年
７
月
】

　

与
一
太
鼓
設
立
15
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

ト（
道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
）

【
平
成
21
年
７
月
】

　

白
山
国
際
太
鼓
エ
ク
ス
タ
ジ
ア
２
０
０

９（
石
川
県
白
山
市
）

【
平
成
22
年
年
10
月
】

　

う
ま
い
も
ん
祭
り 
栃
木
県
物
産
展

　
（
東
京
都  

赤
羽
）

【
平
成
23
年
７
月
】

　

日
光
夏
祭
奉
納
太
鼓
に
参
加（
日
光
市
）

【
平
成
24
年
７
月
】

　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

　
（
那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）

【
平
成
24
年
８
月
】

　

東
京
国
際
和
太
鼓
コ
ン
テ
ス
ト
歴
代
グ

ラ
ン
プ
リ
の
祭
典（
東
京
都 

青
山
劇
場
）

　

心
を
無
に
し
て
、
ひ
た
す
ら
太
鼓
を
打
ち
こ
む
練
習
風

景
。
強
く
に
ぎ
ら
れ
た
桴
に
は
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
汗
や
血

が
し
み
込
ん
で
い
た
。

　

そ
し
て
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
大
小
数
々
の
太
鼓
の
音
が
調

和
し
、
ひ
と
つ
の
物
語
を
奏
で
る
。

　

心
に
響
く
音
色
に
言
葉
や
説
明
は
い
ら
な
か
っ
た
。

ま
さ
に「
こ
の
響
き
、
問
答
無
用
」

小濱祥平さ
ん小濱祥平さ
ん

メンバー募集

・
定
期
演
奏
会

　

期
日
：
毎
月
第
３
日
曜
日

　

場
所
：
那
須
与
一
伝
承
館
多
目
的
ホ
ー
ル

・
与
一
太
鼓
設
立
20
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　

期
日
：
８
月
31
日（
土
）

　

場
所
：
那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

お知らせ

ば 

ち
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　与一太鼓の曲にはストーリー
があり、フレーズには各々の意
味がある。派手で繊細な太鼓の
音でその世界観を表現すること
が、とても難しく楽しい。
　仲間達と日常とは違う時間を
共有しながら練習しています。
興味のある方はぜひ一度いらし
てください。

表現のおもしろさ

　20年前、下野新聞で叩き手募集の記事に目を留めたのが、和太
鼓にのめりこむきっかけとなりました。当初は借り物の太鼓で練習を
始め、７月に新しい太鼓が揃い与一太鼓が設立されました。初公演
となった美原公園野球場での全国高校総体開会式の演奏では、そ
の太鼓の音が遠く野崎の団地まで響き届いたことを後日知りました。
５尺大太鼓低音の波長が届いたのでしょう。
　一番印象に残っているのが、今市市在住の台湾同郷会 会長林先
生とのご縁により、平成12年に『台湾高雄市２０００旗と太鼓 フェス
ティバル』に日本代表として出演したことです。公演２日目の最後が
与一太鼓の演奏でしたが、会場は大きな拍手に包まれ、演奏が終
わっても観衆の方が帰ろうとしませんでした。また、片付けや梱包を
始めると、多くの方が手伝ってくれました。公演中に撮影した写真
を翌日に届けてくれたことにも驚きました。台湾の方々の心温まる行
為に感銘いたしました。
　設立20周年を迎えるにあたり、多くの方々のご支援・ご協力に対
し感謝申し上げるとともに、今後も伝承文化の隆盛と地域社会活性
化のために歩んで参りたいと思います。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　与一太鼓会長　平山文夫

周年を迎えて～20
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